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 要 旨   

 

アルコールと喫煙は、すべての外科領域の中の臨床研究において修正可能な危険因子で

あることが繰り返し言われてきた。これらの生活様式選択は、複数のプロセスにより最適

とはいえない生理的状態を与えて、消化管疾患患者の外科的処置において、重要な役割を

果たす。 

飲酒や喫煙を停止することは、手術自体で手術のための患者の適応度を最適化するため

に避けることはできないし、また、それは飲酒や喫煙の持続性停止の主要な機会でもあ

る。外科的、麻酔科的、内科的およびプライマリーケアを含む一貫した計画的、統合した

マネジメントは、喫煙と飲酒の停止と周術期ケアの成功を手助けする。この総説では、周

術期の合併症の一因となる病理学的プロセスに焦点をあて、喫煙と飲酒習慣を持つ消化

器疾患患者を周術期に検出して、予測し、適切にマネジメントするために、現在の診療の

実際を詳述する。 
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